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事業のテーマ
施設の状況



企画から実行まで

電気自動車と給電器の選定

• 候補として日産リーフと日産
サクラ

• 航続距離と納期時期

• 自施設での目的

• 外部給電器はニチコン製

各種補助金の申請・発注

• 日本財団機器整備事業

• クリーンエネルギー自動車導
入促進補助金

（車輛用）

• クリーンエネルギー自動車導
入促進補助金

（外部給電器用）



企画から実行まで

２００V 充電設備工事

• 車庫の柱に、電気自動車を充
電するコンセントを新設

• 充電口に雨が入ると故障の原
因になるので、車庫での駐車
が良い。

納車・入魂式

• 伊南福祉会では、初めての電
気自動車の導入であり理事が
参加して簡単なセレモニーを
おこないました。



車輛充電訓練・給電訓練



充電カードの申請

• 日産「ZESP3」というカードを申請。

• 法人にクレジットカード契約なく、新規契約をおこなった。

• 法人の「クレジットカード取扱規定」を作成しました。



福祉避難所開設
運営訓練

・福祉避難所運営マニュアルを

作成

・地元、駒ケ根市の福祉避難所

の現状について

・R3年５月から 直接避難

・開設、運営、閉鎖までのシュ

ミレーション

・今後の課題



個別避難計画



停電時の福祉避難所運営を想定した給電訓練

【条件】

・リーフ 40kwh から電気を取り出し、停電した避難所へ 3 日間電気

を供給する。

・気象条件として、長野県の 3 月の最低気温0℃から日中 10 度ほどで訓練。

・福祉避難所へ 10 名の方を、受け入れた想定。

・一日、食事を 3 食提供。（簡単に温めたり、お湯を沸かしたり、簡易調

理）

・暖房機器は、石油ファンヒーターを、1 日に 10 時間 2 台使用。電気毛

布 5 枚を 1 日に 10 時間使用する。

・情報収集として、ラジカセ、テレビを使用。

・各自のスマホ、携帯電話を充電するコーナーを設けた。

・先駆的シェア事業として、ポータプル電源を２台新規購入。予備電源、

延長コードが届かない場所での電力供給として、1 日に 1 回の充電をおこなった。



電気供給図







他の施設で取り組む為のメッセージ

• この先10年後には、電気自動車が更に普及していくと思われる。
福祉施設にも同じように電気自動車を使っての送迎が進むもの
と思う。施設に大型の発電機があれば、停電時に施設内への電
力供給ができるが、災害時には想定外のことが起きる。何らか
のトラブルで大型発電機が使用できない状況も考えて、移動で
きる電気自動車からの電力供給があれば、施設内の最低限必要
な電気機器を動かせるようになる。「同じ災害はない」災害に
合わせて臨機応変に対応できるように、準備することが自分の
施設を守ること、災害時の地域福祉への貢献ではないかと考え
る。


